
市議会議員と 話そう！会 
７月２４日（金）１４～１６時 竹園公民館  
７月２８日（火）１０～１２時 茎崎公民館  
８月２２日（土）１０～１２時 手代木公民館
市議会議員の瀬戸裕美子と永井悦子を交え、身近なまち

の問題について、情報交換や話し合いをします。どなた

でも参加できます。 

お問い合わせはネット事務所（Tel&Fax 859-0264）まで。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

６月定例市議会（６月１日～１８日）が終了しました。  
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ＴＸ沿線開発の一つの中根・金田台地区では遺跡や、 

オオタカの営巣が見つかり開発が進んでいません。 

 この開発は、Ｈ６年から独）都市再生機構（以下 UR）・茨城県・つくば市の３者による話し合

いが始まり、H11 年に「緑住農一体型住宅」を目玉に都市計画決定されました。その後、H14

に遺跡が、H19 にはオオタカの営巣が見つかり、貴重動植物の保護の点から UＲが独自に専門家

による検討委員会を立ち上げ調査が行われています。H20 秋にオオタカへの影響を最小限にとど

め、今後のオオタカ問題については UR が対処することを条件に開発が再開されてしまいました。

  

オオタカは、環境省で指定されている絶滅危惧種です。食物連鎖の頂点に立つその生態から、

オオタカが住めない＝野生動植物がいないという環境破壊された状況を表すといわれています。

そもそも、H8 年に県は猛禽類調査で上境・金田台のオオタカの雛を確認した報告を出していま

す。にもかかわらず開発計画が進められた事自体、利権優先・土建優先と言わざるを得ません。

この度、この地域の雨水・汚水工事の議案と開発を推進すべく議

会から行政へ向け決議案が出されました。自然環境保護はもちろん、

既に開発済みの薬師・台町の問題が解決せぬまま、他の地域を開発

すると、将来的に市の財政を圧迫し、極めて不良な状況になると懸

念されます。そこで、つくば・市民ネットワークは中根・今田台の

開発全体の計画見直しを求め、関連２議案に反対しました。 

（結果はウラをご覧下さい。）

 

UR はすでに H２５年で撤退が

決まっており、それまでに開発を

完了したいようです。その後の管

理責任はつくば市になります。こ

のまま見過ごすわけには生きませ

ん。つくば・市民ネットワークは

引き続き、断固見直しを求めてい

きます！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆詳しい内容は、７月中旬新聞折り込み予定の「つくば・市民ネットワーク通信第１９号」に掲載します。 
配布ご希望の方はつくば・市民ネットワーク事務局（℡８５９－０２６４）までご連絡ください。 

 

「産業廃棄物施設建設反対を求める請願」は請願者から取り下げの申し出があり承認されました。 

「気候保護法（仮称）の制定を求める請願」は継続して審議が必要と、継続審議になりました。 

議案・請願の内容 

（ 可決・採 択：○） 

否決・不採択：× ） 
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議案：島名・福田坪、上河原崎・中西

地区の公共下水道事業の工事委託 
○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

棄権：田宮 
× ○ ○ ○ 

議案：中根金田台地区の公共

下水道事業の工事委託 
○ × ○ ○ ○ ○ 棄権 × ○ ○ ○ 

中根・金田台地区の開発推進に

関する決議案 
○ × ○ ○ ○ ○ 棄権 ○ ○ ○ ○ 

請願：協同労働の労働組合法（仮

称）」の速やかな制定を求める請願 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

各会派の所属議員（敬称略） 

＊：会派代表 

（議員数３２・議長：鈴木） 

＊瀬戸 

永井 

＊塩田 

塚本、大久保、

塙、木村、市川、

矢口 

＊高野 

須藤、柳沢

安井、吉葉

古山 

＊久保谷 

松岡、飯岡、
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＊小野
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浜中
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 田宮 

五十嵐 

＊橋本 

田中 

＊金子 ＊星田 

 

＊ヘイズ 

 

 

１．学校給食（アレルギー対策） 
２．新設校（自校式給食） 

３．特別支援教育（協力体制） 

４．幼児教育（幼・小連携教育） 
５．新たなつくばのグランドデザイン 

 
 
１． バイオマスの活用（バイオマスタウン構想）

２．有機農業推進計画（市の取り組み） 

３．市地域防災計画（新庁舎建設後の見直し）

４．現庁舎の利活用（公共施設の今後） 
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 ４月末に現庁舎の利活用について懇談会がありました。市の説明では、新庁舎へ移転後、窓口

機能は現庁舎近くの保健センターなどの公共施設へ移し、春日・大穂・豊里は建物を残し、茎崎・

谷田部・桜の３庁舎は撤去してバスターミナルや駐車場などに転用する計画―と説明がありまし

た。市民から「撤去せず耐震補強して活用できないか？」という意見が出ており、今議会で再度、

耐震調査について質問しました。 
市は、診断料や補強工事料等の負担を考え茎崎は診断したが、他の庁舎は‘新耐震基準になっ

た年’を基に判断した―との回答で、茎崎庁舎以外の耐震調査はしていない点が明らかになりま

した。 
 桜庁舎は現在、福祉関連課・社会福祉協議会・子育て広場などが集まっており、福祉・子育て

の拠点になっています。しかし、今回の計画では、福祉関連課は新庁舎へ、社会福祉協議会は大

穂庁舎、子育て広場は今後検討するとのことで利用者にとって使いづらくなるのではと心配で

す。せめて、社会福祉協議会・子育て広場などの福祉関連を１ケ所にできないかという要望もあ

ります。庁舎移転に伴う課題は山積みの状態です。つくば・市民ネットワークは、市民が困らな 
い様な編成・配置を働きかけていきます。 

議案・請願の採択結果（６月議会）


